
　企画展「山川石クエスト！－黄色い墓石がつな
いだ薩摩・奄美・琉球－」は、指宿市山川福元周
辺で採れる山川石に着目し、その特徴や歴史を紹
介しています。歴代の島津家当主の墓石石材とし
て利用されてきた山川石は、特別な価値があった
石と考えられてきました。しかし、市内には山川
石製の石造物が多くあることが知られていました。
山川石の特質を理解するためにも、まずは基礎的
な調査が必要だろうということになり、市内の
200カ所の墓地を全て調査しました。すると、市
内には約2600基にのぼる山川石製の墓石が現存
していることが確認され、山川石製の墓石が地域
や個人で大切に守られてきたことが分かってきた
のです。すでに廃棄された墓石もあったことを考
えるとその数は倍以上になると推定され、非常に
多くの山川石製の墓石が指宿で使用されていたこ
とが明らかになりました。
　調査はさらに続きます。指宿から南にのびる大
隅諸島、奄美群島でも山川石製の墓石が分布して
いることを聞きつけた学芸員たちは、屋久島・奄
美大島・徳之島・喜界島などで調査を行いました。
中でも屋久島南西部の栗
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生集落墓地では1000基

以上の山川石製の墓石が残されていることが確認
され、山川石の一大密集地であることが明らかに
なりました。
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　また、奄美大島や徳之島では「島役人」と呼ば
れる島の中でも身分の高い人々によって山川石製
の巨大な五

ごりんとう
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塔と呼ばれる墓石が建て

られていました。中には歴代の鹿児島藩主をしの
ぐ大きさをもつ墓石もあり、経済的にも豊かな状
況を確認することができました。これらの墓石は、
江戸時代における砂糖生産・流通において、山川
港を起点とする琉球列島との貿易活動の中で取り
引きされたものと考えられ、私たちの想像よりも
非常に大きな規模でさまざまな商品を取り引きし
ていたことの証拠でもあります。大隅諸島・奄美
群島ではおよそ2000基以上の墓石があると推定
されますが、その全容をつかむにはまだまだ時間
がかかりそうです。

　島津家専用の墓石として考えられてきた山川石
ですが、今回の企画展調査によって、さまざまな
身分や地域で利用されていることが分かってきま
した。軟らかく、加工がしやすく、風化に強いと
いう特徴を持つ山川石。おそらくその特徴をよく
理解した多くの人々によって利用され、価値が高
められていったのだと考えられます。

屋久島栗生の栗生共同墓地

問生涯学習課文化財係

終了日　３月８日㊐まで
場　所　時遊館COCCO
　　　　はしむれ
観覧料　大人（高校・大学生含む）
　　　　260円
　　　　子ども（小中学生）
　　　　　130円

奄美大島瀬戸内町の芝家墓地

前略、市史編さん室より

シリーズ 第20号

　ご自宅にある古いものが大切な資料
かもしれません。情報がありましたら、
ご一報ください。

指宿市の古い資料や写真などの情報を集めています

２次元コードからも連絡できます

問総務課 市史編さん室 ☎080-8210-1656

　先日市史編さん室へ
「指宿市温泉熱利用園
芸農業協同組合」の創
立10周年記念誌と当時
の写真が提供されまし
た。発行は昭和37年12
月。記念誌の表紙には
「御

み ゆ き せ ん な り
幸千成」という一

口ナスの写真が掲載さ
れていました。
　大正から始まるその
歴史をひもときます。

温泉が生んだ高級食材
　「その昔、指宿では温泉の熱を利用して一口ナスやメロ
ン・スイカなどを作っていたんです」と語るのは、資料提供
者の渡

わたせたかひさ
瀨貴久さん（湯之里）。「同級生がメロン目当てで、よ

く遊びに来ていました」と笑います。
　なかでも、一口ナス「御幸千成」は指宿の特産品として有
名だったそうです。直径３センチほどのコロンとした愛らし
い姿、深紫の高貴な色艶から、縁起物として重宝され、高級
料亭などでも出されていたそうです。「年末には、暑いハウ
スの中で正月用の出荷を手伝っていました」と懐かしそうに
話してくれました。

湧き出る温泉もったいない
　指宿の温泉熱を利用した園芸は明治時代にさかのぼ
ります。創立10周年記念誌などによると、その発案者は
玉
た ま り き ぞ う

利喜造博士。もともと温泉熱の農業利用に熱心だった博
士は、明治43年に鹿児島高等農林学校（鹿児島大学農学部
の前身）の初代校長に就任すると、泉都・指宿に着目します。
　いたるところに湧き出る温泉を農業に活用すべきと訴える
と、その熱意に答えた指宿村当局は、大正７年に十町弥次ヶ
湯の地を買収して学校に寄贈。翌年には、試験場（現鹿児島
大学指宿植物試験場）が開設されナスやキュウリなどの試
作をはじめました。大正１３年には各種試験が完了。自然エ
ネルギーを活用した新たな栽培法の幕開けでした。

世界に広めた実践者外
ほかむらかめきち
村亀吉

　この技術を単な
る研究で終わらせ
なかった立役者が
います。渡瀨さん
が案内してくれた
湯之里３号公園に
はその人、外村亀
吉翁の顕彰碑が建
っていました。
　アメリカ帰りで先見の明があった外村翁。試験場の成功
をうけて、民間人として初めて一口ナスなどの泉熱栽培を手
掛けます。近くの農家と力を合わせて、増産を図り、共同出
荷体制を確立。
　翁の情熱は実を結び、昭和15年には一口ナス約400万個
を生産。国内はもとより中国や朝鮮半島へ出荷したのでした。

戦後の再会と途絶えたバトン
　アジア・太平洋戦争が始まると、高級品とされた一口ナス
の生産は中断。食糧難から、泉熱はサツマイモの育苗や製
塩に利用されますが戦後の復興とともに、生産を再開。各
産地として返り咲いたのでした。　
  その後、一口ナスは生産者の高齢化や需要の変化から、昭
和56年をピークに生産量が徐々に減少。組合は平成14年に
解散し、一時代を築いた「御幸千成」も途絶えたと言われて
います。
 １冊の本と写真から振り返る指宿の歴史。皆さまのお手持
ちの資料もぜひお見せください。ご協力よろしくお願いいた
します。

定
期
シ
リ
ー
ズ泉熱栽培の歴史や組合の概要が

記録されている記念誌

昭和２８年、顕彰碑と外村亀吉翁。
組合の解散に伴い公園内に移転

創立１０周年の記念式典での写真。外村亀吉翁や
当時の末吉敬治市長の姿も見える

平成10年ごろの「いぶすき味のふるさと便」パンフレットより

122026.2　　広報いぶすき13 Ibusuki City Public Relations, 2026.2  


	kouhouibusukiR8nen2gatugoupcz.pdfから挿入したしおり
	広告のページ.pdfから挿入したしおり
	広報いぶすき_R01年6月-マチイロ
	広報いぶすき_R01年5月-マチイロ
	広報いぶすき_H31年4月-マチイロ
	広報いぶすき_H31年3月-マチイロ
	広報いぶすき_H31年2月-マチイロ
	広報いぶすき_H31年1月-マチイロ - 修正ー
	広報いぶすき_H30年12月-マチイロ
	広報いぶすき_H30年12月-マチイロ
	広報いぶすき_H29.11月号-マチイロ
	広告のページ










	広報いぶすきR8年2月号見開き.pdfから挿入したしおり
	広告のページ.pdfから挿入したしおり
	広報いぶすき_R01年6月-マチイロ
	広報いぶすき_R01年5月-マチイロ
	広報いぶすき_H31年4月-マチイロ
	広報いぶすき_H31年3月-マチイロ
	広報いぶすき_H31年2月-マチイロ
	広報いぶすき_H31年1月-マチイロ - 修正ー
	広報いぶすき_H30年12月-マチイロ
	広報いぶすき_H30年12月-マチイロ
	広報いぶすき_H29.11月号-マチイロ
	広告のページ











	広告のページ.pdfから挿入したしおり
	広報いぶすき_R01年6月-マチイロ
	広報いぶすき_R01年5月-マチイロ
	広報いぶすき_H31年4月-マチイロ
	広報いぶすき_H31年3月-マチイロ
	広報いぶすき_H31年2月-マチイロ
	広報いぶすき_H31年1月-マチイロ - 修正ー
	広報いぶすき_H30年12月-マチイロ
	広報いぶすき_H30年12月-マチイロ
	広報いぶすき_H29.11月号-マチイロ
	広告のページ












